
航路の合理化，効率化

バス事業の効率化

魅力ある観光ルートの形成

重点課題の解決に向けて

交通空白・不便地域における対応

江田島市公共交通協議会 平成２１年６月１１日設置

江田島市では，平成18年度に策定した「江田島市交通計画」で示した将来構想の実現を目指すため，未

着手の重点課題の解決を目的とした具体的実施計画として「地域公共交通総合連携計画」を策定すること
とし，そのための調査・検討を行う。

概 要

○地域公共交通の概要
【海上交通】
・民間5社と市企業局により6航路を運航
【陸上交通】
・第3セクターである江田島バス㈱により，島内全域を運行
（36系統：Ｈ21.4.1現在）

○江田島市交通計画上の継続重点課題
①航路の合理化，効率化
②交通空白・不便地域における対応
③バス事業の効率化
④魅力ある観光ルートの形成

○調査事業の主な内容
①乗降，ヒアリング調査（航路，バス路線）※既存調査の分析も含む
②調査結果の客観的分析，課題の抽出，目標・基本方針の検討
③計画事業の検討

○策定する地域公共交通総合連携計画の構想 （予定）
上記の課題解決に向けた具体的事業の実施計画
（案）【海上交通】共通定期券の導入，実験運航

【陸上交通】乗合タクシー等の導入，観光ルートの実験運行 等
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